
 

 
アプタマー⽣物学を活⽤した脳内タンパク質の機能制御 
 

塚越 かおり（東農⼯⼤院⼯） 

アプタマーは DNA や RNA などの核酸から成るリガンドである。アプタマーは⽣物学実験に汎⽤
的に⽤いられる抗体に匹敵するアフィニティーをもつ上に、in vitro の実験でスクリーニングできる
利点がある。またタンパク質に結合するアプタマーのいくつかは、結合によりタンパク質活性を制御
する機能分⼦となりうることが知られており、最近演者らも酵素活性を増強する DNA アプタマーに
ついて報告している 1)。そこで、演者はタンパク質の相互作⽤や活性を⼈為的に変化・制御させる基
盤技術として、タンパク質の機能を制御するアプタマーをテーラーメイドに開発し、標的タンパク質
の⽣理的機能を解析する新規⽣物学的研究を提案、それを「アプタマー⽣物学」と名付けた。そして、
2022 年度より学術変⾰領域研究(B)「アプタマー⽣物学の創成」領域を発⾜し、実装例としてアルツ
ハイマー病に関わるタンパク質を標的とした研究を遂⾏している。 

本シンポジウムでは最近報告した抗体医薬特異的アプタマーの開発論⽂などにも触れながら 2)、
我々のタンパク質機能を制御するアプタマーについて発表する。その後、アプタマー⽣物学を活⽤し
たアルツハイマー病の新たな病因因⼦として注⽬される脳内タンパク質の機能制御戦略について議
論したい。 
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